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●
地
域
を
衰
退
さ
せ
な
い
為
に 

　
学
校
廃
校
に
よ
り
、
地
域
の

衰
退
や
住
民
減
少
を
危
惧
し
た

東
麻
布
の
地
区
住
民
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
人
と
人
と
の
関
係

を
大
切
に
し
た
街
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
「
東
麻
布
街
づ
く
り

協
議
会
」（
大
嶋
正
男
会
長
）
を

発
足
致
し
ま
し
た
。 

●
続
く
交
流 

　
そ
し
て
こ
の
度
、
同
協
議
会

か
ら
舟
形
で
「
自
然
体
験
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
、
町
教
育

委
員
会
が
受
け
入
れ
て
、
飯
倉

学
区
の
児
童
生
徒
な
ど
33
名
と

の
交
流
会
が
実
現
し
ま
し
た
。 

　
一
行
は
８
月
６
日（
土
）
か
ら

１
泊
２
日
の
日
程
で
、
農
作
物

の
収
穫
や
川
遊
び
、
流
し
蕎
麦

な
ど
を
楽
し
み
、
舟
形
の
夏
を

満
喫
し
ま
し
た
。
川
遊
び
は
初

め
て
と
言
う
子
供
も
た
く
さ
ん

お
り
、
川
の
流
れ
に
身
を
任
せ

て
泳
い
だ
り
、
取
れ
た
て
の
キ

ュ
ウ
リ
に
味
噌
を
付
け
て
か
ぶ

り
つ
い
た
り
と
本
当
の
自
然
を

体
で
感
じ
、
感
動
し
て
い
ま
し
た
。 

　
飯
倉
小
学
校
が
廃
校
と
な
り
、

同
校
と
の
児
童
交
流
は
な
く
な

っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
築
き
あ
げ

て
き
た
地
域
と
の
繋
が
り
は
、

今
な
お
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
続

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
い
く
こ
と
を
願

い
ま
す
。 

　
富
小
・
堀
小
地
区
で
は
、
飯
倉

小
（
港
区
）
と
の
児
童
交
流
が
16
年

度
か
ら
中
止
と
な
り
、
さ
ら
に
、

町
立
４
小
学
校
の
若
あ
ゆ
児
童
交

流
が
今
年
度
か
ら
中
止
と
な
っ
た

こ
と
で
、
少
し
寂
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
、
両
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
々
と
行
政
と
の
話
し
合

い
か
ら
「
夏
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
塾
」

を
開
校
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
８
月
１
日
か
ら
１
泊
２
日
で
行

わ
れ
た
体
験
塾
へ
は
、
両
校
の
５
，

６
年
生
28
名
が
参
加
し
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
作
り
や
川
遊
び
、
松
橋

の
ハ
マ
グ
リ
沼
ま
で
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
、
夏
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を

体
験
。
夜
遅
く
ま
で
テ
ン
ト
で
の

語
り
合
い
は
、
い
い
思
い
出
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
ま
た
、
食
事
や
用
具
の
準
備
か

ら
後
片
付
け
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
を

自
分
た
ち
で
し
た
こ
と
は
、
充
実

感
と
自
信
へ
繋
が
り
、
子
供
た
ち

を
一
回
り
大
き
く
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
交
流
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

児
童
の
健
全
育
成
と
地
域
間
の
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
平
成
16
年
３
月
に
飯
倉
小
学
校
が
廃

校
と
な
っ
て
か
ら
、
東
麻
布
の
「
地
域
」

が
稀
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
地
域
の
崩
壊
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

う
と
い
う
危
機
感
を
感
じ
ま
し
た
。
　

　
そ
こ
で
昨
年
２
月
、
地
域
の
活
性
化

を
目
的
と
し
た
東
麻
布
街
づ
く
り
協
議

会
を
東
麻
布
の
６
町
内
会
で
結
成
し
ま

し
た
。 

　
舟
形
町
と
の
30
年
間
の
児
童
交
流
で

築
い
て
き
た
も
の
は
、
地
域
の
子
供
た

ち
の
健
全
育
成
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

飯
倉
小
学
校
区
の
人
々
の
第
２
の
ふ
る

さ
と
と
し
て
、
東
麻
布
の
街
の
人
達
も

交
流
を
ず
っ
と
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
舟
形
町
と
港
区
の
長
い
児
童
交
流
の

歴
史
を
経
て
、
子
ど
も
と
子
ど
も
の
付

き
合
い
か
ら
、
地
域
と
地
域
の
付
き
合

い
へ
と
発
展
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
心
や
体
、
経
済
ま
で
も
結
び

つ
け
た
繋
が
り
を
今
後
も
続
け
ら
れ
た

ら
と
願
い
ま
す
。
　 

　
こ
の
度
の
訪
問
を
と
て
も
快
く
受
け

入
れ
て
頂
き
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
、
今
ま
で
の
関
係
を
大
切
に

し
、
更
に
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
若
い
男
女
に
も
交
流
し
て
も

ら
い
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
す
れ
ば
と
て
も

喜
ば
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
廃
校
に
よ
り
児
童
交
流
と
い
う
形
の

交
流
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

後
輩
た
ち
に
も
舟
形
の
素
晴
ら
し
い
自

然
や
人
と
の
触
れ
あ
い
を
体
験
さ
せ
て

あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
ず
っ
と
あ
り

ま
し
た
。 

　
今
回
参
加
し
た
の
は
保
育
所
か
ら
大

学
生
ま
で
の
17
名
で
す
が
、
東
京
に
帰

っ
て
か
ら
も
、
今
回
の
体
験
を
み
ん
な

に
話
し
て
、
今
後
よ
り
多
く
の
人
た
ち

の
交
流
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
　

　
来
る
度
に
、
町
ぐ
る
み
で
暖
か
く
迎

え
て
く
れ
る
舟
形
町
の
方
々
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
16
年
３
月
、
東
京
都
港
区
立
飯
倉
小
学
校
の
廃
校
に 

よ
り
、
昭
和
48
年
以
来
30
年
間
続
い
て
き
た
、
舟
形
町
の
学 

校
と
飯
倉
小
学
校
の
児
童
交
流
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

富小×堀小　アウトドア体験塾 

東麻布街づくり 
協議会 

事務局長 

野村知義さん 

専修大１年 

高木那智さん 

舟
形
町
に
寄
せ
る
思
い 

続
く
交
流

続
く
交
流 

続
く
交
流 

旧飯倉小学区の子供たちが 
        舟形の夏を満喫 
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わ だ い ①  

わ

だ

い

⑤

 

操法郡大会で３位入賞 
　７月30日（土）、新庄市陸上競技場脇駐

車場に於いて、第27回山形県消防操法最

上支部大会が開催され、最上８市町村の代

表が競い合いました。 

　舟形町代表の１－10（幅消防団）は、練

習通りの操作と練習以上のスピードで、堂

々の３位入賞を果たしました。 

　これまで練習してこられた消防団員の皆

さん、指導にあたった幹部の皆さん、そし

て当日会場に応援に駆け付けてくれた幅町

内会の皆さん、本当にお疲れ様でした。 

　紫山にある国内３位と12位の２本の「せん
のき」は、「夫婦せんのき」として新聞等に
も取り上げられており、ご存じの方も多いか
と思いますが、このたび（財）自治総合センタ
ーのコミュニティ助成事業（自治宝くじ助成
事業）により、紫山集落南部にあるこの一帯
が整備されました。 
　今回は、辺りの雑木を伐採し、ツツジ、紫
陽花、アベリア、コデマリの植樹が行われ、
明るくきれいな丘に生まれ変わりました。 
　整備された丘の上は舟形地区を見渡すこと
ができ、とても眺めのいい場所になりました。
ツツジや紫陽花の見頃は、３年後ぐらいとな
りそうですが、舟形町の絶景ポイントがまた
一つ増えたようです。 

　７月27日(水)、町教育委員会、学校教育指導員会、教育

研究会主催の教育講演会が中央公民館に於いて開催され、

町教職員他約100名が参加しました。 

　講師の影浦　攻教授（宮崎大学）は「国際感覚を磨く」と題して講演。日本の英語教育の中

心で活躍する教授の話を聞き、とても意欲的に研修しました。 

　今、舟形町の全小学校では、小学３年生以上の全児童が同じ副読本を使い英語教育を進めて

います。全校が足並みを揃えて活動することで、中学進学時のレベルが均一化されます。その

ために学校側も、全小学校の教務主任を中心メンバーとした町英語活動研究会の話し合いを月

１回持ちながら進めてきました。 

　このように、全校一斉に副読本を活用した英語活動を進めているのは県内でも初めてで、全

国的にも珍しい試みです。今、舟形町の英語活動は全国から注目されています。 

まちのわだい  まちのわだい  

わ

だ

い

④

 

わ だ い ⑥  

いま、舟形の英語教育が熱い 

わ

だ

い

②

 

大場清さん（長沢３）が 
スクールガード・リーダー任命 
　このほど県内地域ぐるみの学校安全体制
整備推進事業推進委員会が設置され、学校
の登下校における、児童生徒の安全を確保
するため、学校区域を対象にした地域学校
安全指導員（スクールガード・リーダー）が
県内に20名配置されることになりました。 
　スクールガード・リーダーの主な仕事は、
地域の巡回指導や各関係機関と連携して安
全体制づくりの推進等です。大場さんの活
躍に大いに期待し、事故のない安全な町に
して欲しいと思います。 

わ

だ

い

③

 

“せんのき”一帯を緑化整備 

まちづくり審議会委員が町施設を視察 

平成17年度緑化推進コミュニティ助成事業 

　舟形町役場では４月に大幅な行政機構改革を
行い、各課の再編、班体制の整備を図り、スリ
ムな行政体制を整備しました。 
　この度、国の新地方行政改革指針を受け、現
行の行財政改革大綱を見直し、「ふながた集中
改革プラン」を策定するため、内部機構として
「舟形町行政改革推進本部」を７月６日付けで
設置しました。 
　新地方行政改革指針は全国の市町村に集中改
革プランの策定を義務づけたもので、町では町
民の共感と理解を得ながら町全体の改革を進め
ていくという考えです。10月頃までには数値
目標を盛り込んだ中間報告を町長に示し、町議
会への報告やまちづくり審議会への諮問、広報
紙等での周知を行っていく予定です。 
　なお、現段階での検討項目は次のとおりです。 
 
◆集中改革プラン項目並びに担当課長 
　・事務事業の再編・整理、廃止・統合………………………総務課長 
　・民間委託の推進（指定管理者制度の活用を含む）……まちづくり課長 
　・定員管理・給与の適正化関係………………………………総務課長 
　・出先機関の見直し……………………………………まちづくり課長 
　・第三セクターの見直し関係……………………振興課長・町民課長 
　・経費節減等の財政効果関係…………………………まちづくり課長 
　・地方公営企業関係………………………まちづくり課長・振興課長 
　　※担当課長がグループ長となり、グループ員を選考して検討して 
　　　いきます。 

行政改革推進本部を設置 

　８月２日（火）、第５回まちづくり審議会が開催され、町公
共施設の概況や利用状況などを視察しました。 
　委員からは「保育所入所児童の減少や猿羽根山の各施設利
用者の減少など、創設当初の環境は変化してきている。町民
に情報を公開しながら、適切な行政運営が必要だ。」「築後
20年前後を経過して老朽化が目立つ施設もある。財政状況
が厳しい中で、改修工事等の適正な計画も必要」などの意見
が聞かれました。 
　今後の審議会でも、まちづくりに対する更なる検討を進め
ます。 

剣詩舞道　電曄会発表会（7/16） 

　山形岳風会舟形支部のメンバーも参加した 
この会には、県内外から約100名が参加。 
　居合い刀を使った舞いは、動きが鋭く、舞 
い鮮やかで素晴らしいものでした。 

　８月５日（金）、中央公民館に於いて戦没者 
追悼式が行われました。 
　272名の舟形町戦没者の方々のご冥福を、 
心からお祈り申し上げます。 

◆富樫智也 

◆ｓ59．12．1 

◆現在の職業は…製造業  

◆将来の夢は…幸せな家庭を作る！  

◆趣味は…釣りと野球。同級生で 

　野球チームを作っています。ポ 

　ジションはセンター。  

◆休日は…アルコールを少々。 

　それと野球です。  

◆町のいいところは…大自然！  

◆町に望むことは…２４時間のコ 

　ンビニが欲しい。 

　国内有名釣り具メーカー主催による鮎 

釣り大会が７月、８月に行われ、東北各 

県及び関東方面から腕自慢の選手達が、 

おとり鮎をたくみに扱い腕を競い合いま 

した。 

　その各大会で安食正男さん(舟形１)が、 

これまで類のない素晴らしい成績をあげ 

られました。 

　結果は下記のとおりです。 

 

７／１０開催　シマノジャパンカップ東北大会　　　優　勝（東日本大会出場権獲得） 

７／１７ 〃　  ホクエツドリームカップ南東北大会　優　勝（全 国 大 会　　〃　　） 

７／２０ 〃　  ダイワ鮎マスターズ南東北地区大会　第９位（東日本大会　　〃　　） 

７／３１ 〃　  サンラインカップ小国川大会　　　　準優勝 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

camera
  angle

camera
  angle
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わ だ い ⑦  

　今年度長沢地区では、地域づくり講座とし

て、国際相互理解と異文化交流を深めるため、

町内在住の外国からの花嫁さんらを講師に迎

え“外国の食文化体験講座”計３回講座を計

画しました。 

　第１回目の７月14日（木）は、生涯学習セン

ターに於いて実施し16名が参加。佐藤ひかる

さん（木友）を講師に、韓国の冷たい麺料理

『水（キムチ）冷麺』と『イカの冷麺』の２種

類に挑戦しました。本場韓国の色合いのよい

麺料理の出来上がりに、参加者からは「是非

家族にも本場の味を食べさせたい」などの声

も聞かれ、交流を深めました。 

　好天に恵まれた８月14日(日)、舟形町成人式が中央公
民館に於いて行われ、112人が大人の仲間入りをしました。
 会場は浴衣、ワンピース、スーツなど色とりどりの衣
裳を着た新成人が、久し振りに会う友人と互いに写真を
撮りあったり、近況を報告し合う姿で賑わっていました。 
　新緑の爽やかなこの季節に、新成人の笑顔がまぶしく
輝いていました。 

まちのわだい  まちのわだい  

わ

だ

い
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笑顔輝く成人式 112名が新成人に !

外国の食文化を体験しよう！ 

　８月７日（日）、地域づくり講座として村山

市の『甑岳』（標高1,016m）ハイキングを

開催。“夏山の自然体験を楽しもう”と長沢

親和会の案内により、小学生２名を含む総勢

16名が、往復6,600ｍのハイキングに挑戦し

ました。 

　 往路は、霧の中を涼しく登る絶好の日和

となり、山頂広場で昼食を取りました。下山

する頃には雲間から、東側に広がる奥羽山脈

の山並み、南に山形盆地の平野部、西に村山

市内や葉山・月山などをかいま見ることがで

き、またひと味違った緑豊かな夏山の自然に

触れることができました。 

わ

だ

い
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わ

だ

い

⑬

 

夏山の自然体験を楽しもう！ 

農業体験をとおした地域づくり 

　このほど、洲崎町内の仲間３人がそれぞれ、

沢内義明さんは木彫りの蟻人形を、成沢強さん

は小品盆栽を、小野幸弘さんはウチョウランを

農村環境改善センターへ持ち寄り、展示会を開

催しました。 

　それぞれの作品を一堂に集めるのはこれが初

めてで、計50点ほどを展示。一週間の期間中

には約120名の方が訪れ、様々な作品に驚きと

笑顔を見せていました。 

　また、時期を同じくして舟形町写真愛好会の

定期展も開催され、来館者の目と心を楽しませ

ました。 

わ

だ

い

⑫

 

3人3様3人展 

　７月29日(金)、農村環境改善センターに於い
て、最上総合支庁の三浦明子さんを講師に迎え、
“農業体験をとおした地域づくり”講演会を開
催。昨今のグリーンツーリズムの需要高や実際
に都市部からの農業体験を受け入れして地域づ
くりを行っている事例などを聞きながら、意見
交換会を行いました。 
　26名の参加者からは「民泊による農業体験の
受け入れといっても、ピンと来ない」「連絡調整
からスケジュール管理をしてくれるコーディネ
ーターが必要不可欠だ」「行政にばかり頼らず、
自分たちで運営していかないと続かないし、成
功しない」など、ストレートで活発な意見が多
数出されました。今回の話し合いをきっかけに、
地域の一人一人が、自分たちの手で「地域づく
り」をしていくのだという意識を持てるように
なることが、必要ではないでしょうか。 

 
 
※グリーンツーリズム
とは…農山村などに滞
在し、農林業体験やそ
の地域の自然や文化に
触れ、地元の人々との
交流を楽しむ旅 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

こしき だけ 

わ だ い ⑧  

わ だ い ⑨  

全国雪サミット最終の美を飾る 

　第８回全国明るい雪自治体会議が７月16日(土)、岐

阜県飛騨市河合町の友雪館において開催されました。 

　雪国の降積雪を有効活用し活力ある地域づくりを推

進する目的で40の自治体が参加。町からは伊藤町長、

エコ産業プロジェクト研究会（菊地会長外６名）のメ

ンバーが参加しました。 

　開催地の船坂勝美　飛騨市長は、「平成10年に北海道沼田町で第１回雪サミットが開催され、

人と雪との共生の実現のために着実に成果を上げてきました。雪サミットの目的であった雪氷

冷熱エネルギーが新エネルギーとして法的に認知されたこともあり、第８回雪サミットをもっ

て完結したいと思います」と挨拶。 

　今後も安全で快適な雪国の実現をめざすため全国の自治体が連携を密にして「明るい雪国」

の創造に邁進していくことを誓い合いました。 

（第１回北海道沼田町　第２回新潟県安塚町　第３回舟形町　第４回岩手県沢内村　第５回北

海道美唄市　第６回秋田県横手市　第７回新潟県十日町市　第８回岐阜県飛騨市） 

　毎年恒例の児童交流が７月

23日～25日の日程で行われ、

長沢小が山崎小（世田谷区）を、

舟形小が代沢小（世田谷区）を迎

え入れました。児童たちは、バ

ーベキューや芋煮、流しそうめ

んに鮎焼きなど、舟形の味覚を

お腹一杯に詰め込み、さらには

川遊びや山登り、花火など、思

い出も胸一杯に詰め込んで舟形

の夏を満喫しました。 

 児童交流 
都会っ子がやってきた！ 

様々なポーズをした 

蟻人形 

迫力のある小品盆栽 

可憐なウチョウラン 
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くらぶ 

くらぶ 

◆公 示 日／平成17年8月30日（火） 

◆選挙期日／平成17年9月11日（日） 

～当日不在となる方は 
　　期日前投票制度をご利用下さい～ 

◆期日／8月31日（水）～9月10日（土) 

◆時間／午前8時30分～午後8時まで 

◆期日前投票場所／役場２階助役室 

（歩行困難な身体不自由者に限り、１階ロビーでも 

　投票できます。） 

◆国勢調査は人口と世 

　帯に関する最も基本 

　的な統計調査で５年 

　ごとに実施していま 

　す。 

◆９月下旬から調査員 

　が皆さんのお宅に、 

　調査票の配布と受け 

　取りに伺いますので、 

　ご協力をよろしくお 

　願いします。 

第44回 

衆議院議員総選挙の 
　　　　　お知らせ 

町職員も「自立のまちづくり」に向けて頑張ります 町職員も「自立のまちづくり」に向けて頑張ります 

　このたび、「自立のまちづくり」を目指し、職員が率先して、愛する舟形町のために活動

しようと、「We Love ふながたClub」を組織しました。 

　Clubでは、町民の皆さんに舟形町に住んで良かったと言われるよう、公共施設の美化運動

や、行政経費削減の運動を実施しております。 

　これまでに、職員労働組合と共催して、生涯学習センターや農村環境改善センターの草刈

り、町民グラウンドの草むしり、河川公園や若あゆ温泉一帯のゴミ拾いをしてきました。又、

役場に訪れる方に少しでも和らいだ気持ちになってもらおうと、花を植えたプランターを自

宅から持ち寄って、役場玄関に飾っております。 

　舟形町として自立していくことは容易ではありませんが、町職員が愛する舟形町のための

運動を続けていけば、町民の皆さんと

共に「自立」のための「協働のまちづ

くり」ができると信じております。 

　また、町職員に対して町民の皆さま

より「電話での対応が悪い」「挨拶が

出来ていない」などの意見を頂くこと

もありますが、町職員一人ひとりが努

力し、さらなる意識改革を進めて、町

民の皆さんの期待に応えられるようガ

ンバッています。 

9｜広報ふながた17.８

　「輝きを胸に　夢をその手に　房総の夏」をスロ

ーガンに、全国高校総体（インターハイ）が、８

月１日から20日まで千葉県を会場に、全国各地の

予選を勝ち抜いた高校生アスリートたちによる熱

戦が繰り広げられました。 

　この大会は高校生の最大のスポーツの祭典で、

本町より２選手が出場を果たし、活躍しました。 

  バレーボール女子競技にセッターとして出場し、

見事、決勝トーナメントに進んだが、決勝トーナ

メント１回戦で惜しくも敗れました。 

（結果は以下のとおり） 

 

　◇女子予選グループ戦 

　　羽黒高校 ２－０ 氷上高校（兵庫県） 

  ◇女子決勝トーナメント１回戦 

　　羽黒高校 ０－２ 高崎商大付（群馬） 

　第８回山形県ジュニア駅伝競走大会・第30回蔵王坊平クロカン大会が、８月７日（日）に上山市

の蔵王坊平クロスカントリーコースで開催されました。駅伝には山形県内４３市町村単位のチー

ムが出場し、本町チームは男子が16位、女子が21位と、それぞれにおいて過去最高の成績をお

さめました。また、クロスカントリー大会においても、小学生男子の部で鎌田塁くんが８位入賞

を果たしました。（結果は以下のとおり） 

　◎男子　16位 

　　　　第１区（３㎞）　渡邊　慎吾（舟形中３年）

　　　　第２区（２㎞）　鎌田　　輝（舟形小６年）

　　　　第３区（３㎞）　森　　郁也（舟形中３年）

　　　　第４区（２㎞）　長南　悠樹（舟形小６年）

　　　　第５区（３㎞）　斉藤　成也（舟形中３年）

　◎女子　21位 

　　　　第１区（３㎞）　佐藤　麻未（舟形中２年）

　　　　第２区（２㎞）　渡辺　　緑（富長小５年）

　　　　第３区（３㎞）　沼澤　有咲（舟形中１年）

　　　　第４区（２㎞）　土田　彩佳（舟形小５年） 

　　　　第５区（３㎞）　小野　　愛（舟形中１年） 

　◎小学男子２㎞（163名参加）  

　　　８位　鎌田　　塁（舟形小６年） 

　　  59位　沼澤　孝史（舟形小６年） 

　◎小学女子２㎞（165名参加） 

　　  64位　渡辺　千裕（富長小４年） 

　◎中学男子３㎞（280名参加） 

　　  68位　小國　隼人（舟形中２年） 

　◎中学女子３㎞（184名参加） 

　　123位　沼澤　千尋（舟形中２年） 

　相撲競技団体戦に「大将」として出場し、
５位入賞を果たしました。 
（結果は以下のとおり） 
　◇団体予選１回戦　　 
　　加茂水産 ５－０ 隠岐水産（島根）　
　　○渡　邊 おしだし 
　◇団体予選２回戦　 
　　加茂水産 ３－２ 平成（秋田） 
　　○渡　邊 つきおとし 
　◇団体予選３回戦　 
　　加茂水産 ４－１ 福岡魁誠（福岡） 
　　○渡　邊 よりたおし 
　◇団体決勝トーナメント１回戦 
　　加茂水産 ４－１ 高松南（香川） 
　　○渡　邊 つきおとし 
　◇団体決勝トーナメント２回戦 
　　加茂水産 ４－１ 向の岡工（神奈川） 
　　○渡　邊 うわてだしなげ 
　◇団体決勝トーナメント準々決勝 
　　加茂水産 ０－５ 鳥取城北（鳥取） 
　　●渡　邊 よりたおし 

◇第30回蔵王坊平クロスカントリー大会 ◇第８回山形県ジュニア駅伝競走大会 

で 

◎バレーボール競技 

  　大場 知英（内山） 
  　　（羽黒高校３年生） 

 ◎相撲競技 

  　渡邊 翔太（沖の原） 

 　　 （加茂水産高校２年） 

第８回山形県ジュニア駅伝競走大会 
第30回蔵王坊平クロスカントリー大会 

本
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
チ
ー
ム
が
大
活
躍
!!
 

インターハイ　千葉きらめき総体 
本
町
２
選
手
が
大
活
躍
!!
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平
成
17
年
７
月
28
日
、 

舟
形
小
学
校
体
育
館
に 

於
い
て
、
舟
形
町
名
誉 

町
民
で
あ
る
故
佐
藤
充 

夫
氏
の
合
同
葬
儀
が
関 

係
者
約
５
０
０
名
が
参 

列
す
る
中
、
執
り
行
わ 

れ
ま
し
た
。 

 

舟
形
町
名
誉
町
民 

　
佐 

藤 

充 

夫 

氏  

ご
逝
去  (

享
年
93
歳)

　
佐
藤
氏
は
明
治
44
年
９
月
、
舟
形
村
に
生

ま
れ
、
大
正
13
年
に
舟
形
町
中
部
尋
常
小
学

校
を
卒
業
。 

　
大
東
亜
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
昭
和
19
年

に
出
征
し
、
敗
戦
後
は
シ
ベ
リ
ヤ
で
抑
留
生

活
を
３
年
間
送
り
、
昭
和
23
年
に
帰
還
し
ま

し
た
。 

　
帰
国
後
は
土
木
作
業
員
と
し
て
11
年
間
働

き
、
昭
和
34
年
株
式
会
社
を
創
立
し
、
社
名

を
丸
充
建
設
と
し
て
、
地
方
の
建
設
業
界
に

肩
を
並
べ
る
に
至
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
昭
和
41
年
に
は
、
誠
実
な
人
柄
と
指

導
的
立
場
で
率
先
垂
範
す
る
実
践
力
が
高
く

評
価
さ
れ
、
地
域
住
民
よ
り
推
さ
れ
て
舟
形

町
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。
以
来
４
期
12
年

10
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
の
教
育
、
文

化
、
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。 

　
さ
ら
に
は
、
各
種
審
議
会
団
体
に
お
い
て

数
々
の
要
職
に
就
き
、
町
の
発
展
と
振
興
に

力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
昭
和
56

年
に
は
、
舟
形
町
若
鮎
ま
つ
り
協
賛
会
長
と

な
り
、
「
第
１
回
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
」

を
実
施
し
、
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
礎

を
築
い
た
功
績
は
誠
に
甚
大
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
晩
年
は
、
趣
味
の
短
歌
に
傾
倒
し
、

多
く
の
友
人
と
共
に
創
作
活
動
を
楽
し
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
ご
功
績
と
ご
労
苦
に

対
し
感
謝
す
る
と
共
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

明治44年９月 

昭和19年３月 

昭和20年８月 

昭和23年８月 

昭和34年２月 

 

昭和40年３月 

昭和41年７月 

昭和46年５月 

昭和48年２月 

昭和50年４月 

昭和50年４月 

昭和50年５月 

昭和52年５月 

昭和53年１月 

昭和53年１月 

昭和55年５月 

昭和56年５月 

昭和58年３月 

昭和60年２月 

平成５年10月 

平成７年７月 

平成11年10月 

平成14年５月 

平成17年７月14日　永眠 

傳太郎の長男として出生 

戦車第七連隊に入隊 

シベリア抑留 

復員 

丸充建設株式会社を創立 

取締役 

八洲創業株式会社取締役 

舟形町町議会議員 

山形県建設業協会最上支部監事 

株式会社最上機工取締役 

舟形町観光審議会委員 

舟形町観光協会会長 

舟形町町議会副議長 

山形県建設業協会最上支部理事 

新庄自動車整備協業組合代表理事 

(社)山形県建設業協会監事 

舟形町商工会会長 

(社)山形県建設業協会理事 

紺綬褒章受章 

山形県太鼓連盟会長に就任 

金色有効章受章 

紺綬褒章受章 

勲六等瑞宝章受章 

舟形町名誉町民称号受賞 

舟
　
　
形
　
　
町 

佐
　
　
藤
　
　
家 

丸
充
建
設
株
式
会
社 

八
洲
創
業
株
式
会
社 

合
同
葬
儀 

佐藤充夫氏の経歴 

介護 
保険 

施設サービスの利用者負担が 
一部見直されます！ 
施設サービスの利用者負担が 
一部見直されます！ 

利用者負担になるもの 

◆介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、短期入所介護では… 

　【現　行】…介護サービス費用の１割＋日常生活費＋食事代の一部 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓ 
　【改正後】…介護サービス費用の１割＋日常生活費＋食事代の全額＋居住費の全額 

 
◆通所介護(デイサービス)などでは… 

　【現　行】…介護サービス費用の１割＋日常生活費＋食事代の一部 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓ 
　【改正後】…介護サービス費用の１割＋日常生活費＋食事代の全額 

　平成17年10月から、介護保険施設を利用している人の食費や居住費(滞在費)が、 

原則として全額負担となります。 

上記の保険給付については、下記を財源として 

支払われております。 

　①国の負担金等　　25％ 

　②県の負担金等　　12.5％ 

　③町の負担金等　　12.5％ 

　④１号被保険者の保険料　　18％ 

　⑤２号被保険者の保険料　　32％ 

介護保険制度は利用者負担と皆さんの税金及び 

介護保険料が財源です。上手に使って負担を減 

らしましょう。 

　　　　　　◆要介護認定者数 

舟形町の　　◆介護保険料（皆さんが納めているお金）         　  の推移 

　　　　　　◆保険給付額（利用者のサービスに使われるお金） 

※介護保険料は、40歳以上の方全員が納めなければなりません。 

平成17年10月から 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
（万円） 

（万円） 

（人） 

0

10,000

200

15,000

20,000

25,000

30,000

150

200

250

300

350

１号被保険者 
介護保険料の推移 
皆さんが納めた額 

要介護認定者数の推移 

保険給付の推移 
利用者が受けたサービス額 

平成12年度 

192

225

1,506 77

10,717

17,,897

135

13,973

19,627

200

16,244

24,433

施設介護 

居宅介護 

高額介護 

184

18,522

24,940

208

20,471

26,647

4,497

5,960

8,306 8,348

275

306

324

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 
平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 
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国民 
年金 

国民年金には 
保険料の免除制度があります 
　経済的な理由などで国民年金の保険料を納め 

るのが困難なときは、申請して承認されると、 

保険料の全額もしくは半額が免除されます。 

　加入者本人と加入者の配偶者および世帯主の 

前年所得を基準として審査されます。免除を受 

けるには、毎年申請が必要です。 

　国民健康保険税は、医療と介護サービスにかか 

る経費をみんなで助け合う制度で、医療分の税率 

と介護分の税率があります。（介護分は40歳から 

64歳までの方に課税しています。） 

　高齢化の進行により介護サービスを利用する人 

が増えており、町が国に支払う負担金が増額され 

たため、今年度介護分の税率を改正しました。 

　皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いしま 

す。 

　免除を受けた期間は、年金額が減額され 

ます。全額免除の場合は１／３に、半額免 

除の場合は２／３になります。 

　ただし、過去10年以内であれば、さかの 

ぼって納めることが出来ますので、ゆとり 

ができたら追納しましょう。追納すると年 

金額は通常に戻ります。 

◆申請手続き 

・期　間／今年度分は平成18年６月まで 

・持ち物／年金手帳、印鑑、失業中の方は雇用保 

　険受給資格者証（平成17年１月以降に転入され 

　た方は所得証明又は、源泉徴収票等が必要)

免除を受けた期間は、 
　　　後日追納しましょう 

◆免除となる所得の基準 

家族形態  全額免除 半額免除 

単 身 世 帯 57万円程度 141万円程度 

２ 人 世 帯 
　(夫婦のみ)

92万円程度 195万円程度 

４ 人 世 帯 
(夫婦・子２人の場合)

162万円程度 282万円程度 

◆問い合わせ／役場町民課税務国保班 �（32）2111 （内線31) 
　　　　　　　又は新庄社会保険事務所 �（22）2050

国民 
健康 
保険 

平成17年度分より 
国民健康保険税の介護分の税率を改正しました 

問い合わせ／町民課　税務国保班　内線53・54

（介護分） 

区　分 

所得割 

資産割 

平等割 

均等割 

被 保 険 者 数 

40歳から64歳の被保険者数 

世 帯 収 入 状 況 

増　え　る　金　額 

７割軽減世帯（老人世帯） ５割軽減世帯 ２割軽減世帯 一般的な世帯 

２人 

なし 

年金のみ 

０円 

３人 

１人 

給与収入150万円 

2,500円 

４人 

１人 

給与収入250万円 

5,300円 

４人 

２人 

給与収入400万円 

9,900円 

０.７％ 

６.０％ 

4,000円（1人当たり） 

6,800円（1世帯当たり） 

１.０％ 

６.０％ 

5,000円 

7,800円 

現行の税率 改正後の税率 

税率改正による影響額（年額） 

改正内容は次の通りです。 

アユパーク ふながた 

9月10日・11日 � � 

・ふながた若鮎まつり 
　カラオケ大会 
　（ゲスト：浜博也) 

 

 

 

・町内各小学校発表 

・町芸術文化協会発表会 

・徳内ばやし（村山農高) 

・お楽しみ抽選会 

・子供鮎つかみどり大会 

・その他イベント 

午前９時開場 

・町芸術文化協会発表会 

・南部保育所、舟形中 
　学校発表 

・ワッショイ 
　パレード 

・特別出演 

　：吾妻栄憲 

・第20回 

　ミス若鮎コンテスト 

・松村和子歌謡ショー 

・猿羽根太鼓保存会 

・お楽しみ抽選会 

・子供鮎つかみどり大会 

・その他イベント 

10日 11日 � � 

浜 博也 

松村 和子 

吾妻 栄憲 

　若鮎まつりを支えるボラン 

ティアスタッフのユニホームです。 

　まつり両日に会場内で受付・イベ 

ント係などで活躍します。 

　その後もよりよい若鮎まつりのた 

めに企画・立案にも携わります。 

　皆さんも是非仲間になって 

　　　みませんか？ 

青の
ポロ
シャ
ツが
 

　　
　　
　目
印だ
よ！
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平
成
16
年
４
月
１
日
に
一
部

食
糧
法
が
改
正
さ
れ
、
年
間
20

精
米
ト
ン
以
上
の
米
殻
を
取
り

扱
う
場
合
は
「
届
出
」
が
必
要

と
な
り
、
届
出
を
行
わ
な
い
で

事
業
を
行
っ
た
者
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
た
だ
し
、
平
成
16
年
４
月
１

日
現
在
、
出
荷
取
扱
業
・
卸
業
・

小
売
業
の
登
録
を
し
て
い
た
方

は
届
出
事
業
者
と
み
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
届
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先
／
農

政
事
務
所
地
域
第
二
課
新
庄
庁

舎
　
�（
22
）２
０
６
５
奥
山 

   

▼
対
象
者
／
①
妊
娠
の
見
込
み

が
な
い
か
又
は
極
め
て
少
な
い

と
診
断
さ
れ
た
方
②
夫
婦
の
所

得
額
合
計
が
６
５
０
万
円
未
満

の
方
。 

▼
助
成
額
／
１
年
度
あ
た
り
10

万
円 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
最

上
保
健
所
保
健
支
援
係 

�（
22
）５
６
３
４ 

   

　
県
で
は
山
形
大
学
医
学
部
附

属
病
院
に
委
託
し
、
不
妊
に
関

す
る
専
門
的
な
面
接
相
談
及
び

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
両
相
談
共
に
予
約
が
必
要
で

す
。 

▼
料
金
／
無
料 

▼
相
談
日
／
毎
週
火
曜
日
午
後 

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
／
最
上

保
健
所
　
�（
22
）５
６
３
４ 

  

　
保
健
所
で
は
思
春
期
か
ら
更

年
期
に
わ
た
る
女
性
の
健
康
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／
最
上
保
健
所

�（
22
）５
６
３
４ 

   

　
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
の
、

小
・
中
・
高
校
生
の
防
犯
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
を
募
集
中
で
す
。 

▼
応
募
〆
切
／
９
月
７
日(

水) 

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
／
新

庄
警
察
署
　
生
活
安
全
課 

�（
22
）０
１
１
０ 

   

　
先
日
の
宮
城
沖
地
震
（
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
7.2
）
で
は
、
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。  

　
災
害
の
未
然
防
止
と
被
害
の

軽
減
を
図
る
に
は
、
ふ
だ
ん
か

ら
災
害
に
対
す
る
備
え
を
充
実
・

強
化
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時

に
迅
速
・
適
切
な
防
災
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

  

▼
日
時
／
９
月
13
日(

火)

午
前

10
時
〜
午
後
３
時 

▼
場
所
／
「
ゆ
め
り
あ
」
２
階

会
議
室 

▼
相
談
内
容
／
金
銭
貸
借
、
土

地
建
物
、
交
通
事
故
、
離
婚
、

相
続
、
家
庭
内
紛
争
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
、
多
重
債
務
等 

▼
相
談
員
／
新
庄
調
停
協
会
　

民
事
・
家
事
調
停
委
員 

▼
問
い
合
わ
せ
／
新
庄
簡
易
裁

判
所
内
「
新
庄
調
停
協
会
」 

�（
22
）０
２
６
５ 

    

　
近
年
、
農
業
機
械
の
大
型
化

や
多
様
化
、
農
作
業
従
事
者
の

高
齢
化
及
び
婦
女
子
化
に
伴
う
、

農
作
業
事
故
が
絶
え
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
気
を
付
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

.

　５分間で自分を変える60の方法

を紹介。 

　誰にでも出来る、しかし分かっ

ちゃいるけどなかなか出来ないのよ、

というような簡単な事を60個紹介。

「あっ、これなら私にでも出来る

わ（ ０^^ ）」と楽しんで実行できる

本です。 

　諦めてはいけない、なんでもありです
人生は。 
　抜群の人物造形、テンポの良い会話、
自分や相手にツッコミを入れるシニカル
な視点。30歳から悪戦苦闘する人生のオ
ン・ザ・ジョブ・トレーニング。 
　女性たちが、建築業界という男の世界
に入り、それぞれの力を発揮させていく
ところが、読んでいて実に爽快です。 

女
性
の
健
康
相
談 

無
料
調
停
相
談
会 

防
災
週
間 

（
８
月
30
日
〜
９
月
５
日
） 

最
上
地
域
農
作
業
事
故 

　
　
　
　
ゼ
ロ
運
動
期
間 

　
９
月
１
日
〜
10
月
31
日 

防
犯
ポ
ス
タ
ー
・
標
語 

　
　
　
　
　
　
　
募
集
中 

お
米
を
取
り
扱
う
場
合
は 

「
届
出
」
が
必
要
で
す 

特
定
不
妊
治
療
費
を 

　
　
　
　
　
助
成
し
ま
す 

専
門
医
に
よ
る
不
妊
相
談 

を
実
施
し
て
い
ま
す 

お
知
ら
せ 

  

カ
ナ
カ
ナ
と
日
暮
れ
を
知
ら
せ
鳴
く
せ
み
の
心
な
ご
ま
す
涼
呼
ぶ
よ
う
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
）

あ
の
あ
た
り
父
母
の
墓
か
と
掌
を
合
せ
一
ト

日
を
遊
ぶ
若
鮎
温
泉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
）

家
族
に
は
口
に
だ
さ
ね
ど
苦
労
か
け
和
ご
む
暮
し
を
何
時
の
日
ま
で
も 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
新
　
庄
）

短
歌
の
道
に
誘
ひ
く
れ
た
る
会
長
の
葬
儀
の
席
に
思
ひ
深
く
し
て
（
充
夫
氏
を
偲
び
）

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
）

骨
太
き
腕
に
注
射
の
跡
青
き
見
せ
て
語
り
き
師
の
顔
浮
ぶ
（
充
夫
氏
を
偲
び
）

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
）

陽
の
沈
む
夕
焼
の
海
変
り
ゆ
く
波
は
お
だ
や
か
黄
金
に
光
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
）

梅
雨
晴
れ
に
紅
花
染
め
の
美
し
さ
扇
子
開
け
ば
ふ
る
里
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
）

老
ひ
な
ど
は
ど
こ
吹
く
風
と
思
は
る
る
舞
台
の
人
ら
若
く
は
な
や
ぐ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
）

人
生
の
重
さ
尊
く
歌
と
せ
る
わ
が
先
達
を
失
ふ
は
哀
し
（
佐
藤
充
夫
氏
逝
く
）

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
）

空
梅
雨
で
三
十
度
超
え
る
こ
の
暑
さ
全
国
的
に
猛
暑
の
続
く 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

 

【
千
風
会
「
流
れ
・
歴
史
」
】 

一
つ
消
え
一
つ
瞬
く
母
子
星
時
の
流
れ
を
宇
宙
に
刻
ま
む 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
）

螢
来
い
ほ
ー
た
る
来
い
と
遊
び
し
水
辺
農
薬
の
流
る
る
世
相
と
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
）

ど
の
家
も
貧
し
き
戦
後
幼
児
等
を
背
中
に
お
ん
ぶ
の
姉
の
ち
さ
き
身 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
）

葉
の
し
づ
く
土
に
滴
り
陽
を
浴
び
て
蒸
発
そ
の
く
り
か
へ
し
の
神
秘 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
）

い
の
ち
み
な
流
さ
れ
ゆ
け
り
い
づ
く
へ
か
父
の
歴
史
の
墓
を
洗
わ
む 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
）

墓
洗
ふ
い
く
た
の
み
た
ま
消
え
ゆ
か
む
刻
の
移
り
の
お
ご
そ
か
な
る
や 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
）

夕
桐
の
花
の
散
る
ら
む
夕
焼
け
の
風
の
流
る
る
母
の
七
忌
す
ぎ
ゆ
く 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

   

物
差
し
で
背
中
ひ
と
か
き
浴
衣
縫
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
）

手
花
火
の
輪
に
来
て
は
し
ゃ
ぐ
小
犬
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
）

垣
根
越
し
隣
に
遊
ぶ
額
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
）

献
花
せ
る
菊
一
輪
の
重
さ
か
な
（
会
長
を
偲
び
て
） 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
）

ほ
ろ
に
が
き
そ
こ
が
旨
さ
の
夏
料
理 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
）

解
禁
日
鮎
釣
る
亡
父
を
思
ひ
を
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
）

青
田
風
働
き
詰
め
の
一
日
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
）

く
り
返
し
も
の
言
ふ
姑
の
目
の
涼
し 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
）

山
刀
伐
や
青
葉
隠
れ
の
谷
深
し 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
）

滴
り
の
手
柄
杓
旨
し
文
珠
堂 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
）

海
・
山
に
想
い
を
馳
せ
る
夏
の
空 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩        

　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
）

紫
陽
花
や
旧
友
に
逢
え
た
る
日
の
嬉
れ
し 

              

　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
玲
　
子
（
光
生
園
）

艶
や
か
な
雨
後
の
菖
蒲
や
真
昼
時 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
）

縄
張
り
に
睨
み
を
利
か
す
鬼
や
ん
ま 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光
生
園
）

梅
雨
晴
れ
や
叔
母
と
一
緒
に
囲
む
そ
ば 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
ち
え
子
（
光
生
園
）

七
夕
や
二
人
で
渡
る
天
の
川 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
奥
　
山
　
早
知
子
（
光
生
園
）

梅
雨
晴
れ
に
揺
れ
て
香
る
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
海
　
藤
　
恵
　
美
（
光
生
園
）

大
空
に
飛
び
立
つ
小
鳥
夏
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
場
　
孝
　
行
（
光
生
園
）

ラ
ベ
ン
ダ
ー
触
れ
合
い
の
庭
憩
い
の
場 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
山
　
上
　
貴
　
子
（
光
生
園
）

た
ま
ゆ
ら
の
夏
の
賑
わ
い
北
の
国 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
）

海
め
が
け
疾
風
の
如
し
裸
の
子 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
３
）

新
し
き
簾
や
梅
に
日
を
あ
つ
め 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

市町村 

新庄市 

真室川町 

人口比 

9 . 2  

6 . 7

ワースト 

1 7  

3 1

市町村 

金山町 

大蔵村 

人口比 

1 4 . 2  

1 9 . 6

ワースト 

5  

1

市町村 

最上町 

鮭川村 

人口比 

7 . 6  

1 4 . 8

ワースト 

2 9  

4

市町村 

舟形町 

戸沢村 

人口比 

9 . 9  

1 6 . 7

ワースト 

1 4  

2

　10月１日より、個人情報保護の観点 

から、軽自動車税納税証明書の発行に 

あたり、本人以外の方が申請する場合 

は委任状の提出が必要になります。 

　お手数をおかけしますが、ご理解を 

お願いします。 

◆対象となる申請／ 
　軽自動車税納税証明書発行 
 
◆確認させていただく書類／ 
　委任状（役場窓口と町民課にあります） 
 
◆問い合わせ／ 
　町民課　税務国保班　内線５４ 

軽自動車税納税証明書申請 
の変更点について 

運
行
廃
止
の
危
機
、
存
続
へ
ご
協
力
を
。
新
庄
〜
堀
内
線
、
路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
�32ー2111 　25

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

内 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
９月の若あゆ温泉の休館日は、９月14日（水）、28日（水） 

タバコは町内で買いましょう。 
７月のタバコ税は1,741,845円 

　平成17年１月から6月までの、飲酒運転で検挙された免許 
人口１万人当たりの件数と県内ワースト順位 

  　夕暮れが急速に早まりますのでご注意下さい。 

新庄警察署からのお知らせ 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

キ
ッ
パ
リ
！
　
た
っ
た
５
分
間
で 

　
　
　
　
　
自
分
を
変
え
る
方
法 

　
　
　
　
　
　
　 

（
幻
冬
舎
） 

く
う
ね
る
と
こ
ろ
す
む
と
こ
ろ 

　
　
　
　
　
　
　

（
文
藝
春
愁
） 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

～夜間の外出、必ずつけよう反射材～ ～夜間の外出、必ずつけよう反射材～ 

た
っ
と 

か
な 

そ
　
ら 

お
さ
な
ら 

せ
　
な の

ぼ
る 

ぶ
　
も 

て 

う
　た 

ひ 

と
　
も 

～飲酒運転ワースト市町村～ ～飲酒運転ワースト市町村～ 
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.

　
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
が
、夏
の
疲
れ
で
体
調

を
崩
さ
な
い
よ
う
食
事
や
休
養
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。 

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
【
高
齢
期
の
身
体
活
動
・
運
動
】

で
す
。 

　
生
活
が
便
利
に
な
っ
た
反
面
、「
身
体
を
動
か
す
ぞ
!!
」

と
い
う
意
識
が
な
け
れ
ば
、 

ど
ん
ど
ん
運
動
不
足

に
陥
っ
て
し
ま
う
現

代
。 

　
特
に
高
齢
期
に
は
、

身
体
を
使
わ
な
い
で

い
る
と
下
図
の
よ
う

に
筋
肉
や
骨
の
衰
え

が
著
し
く
進
み
老
化

を
招
き
ま
す
。 

 

  

　
最
近
、
町
の
あ
ち
こ
ち
で
連
れ
だ
っ
て
歩
い
て
い
る
高

齢
者
の
方
を
見
か
け
ま
す
。
実
に
楽
し
そ
う
で
す
ね
。 

　
家
庭
訪
問
で
お
会
い
す
る
寝
た
き
り
の
Ｓ
さ
ん
は
、
わ

ず
か
に
動
く
右
手
指
と
足
指
を
動
か
す
こ
と
を
欠
か
し
ま

せ
ん
。「
動
け
な
く
て
も
運
動
が
大
事
だ
。」
が
口
癖
で
す
。 

●
「
動
く
」
能
力
を
十
分
生
か
し
て
い
ま
す
か
？ 

　
「
膝
が
痛
く
て
・
・
」「
年
だ
も
の
・
・
」
と
運
動
な
ど

し
て
い
な
い
と
言
う
方
で
も
、
一
日
の
生
活
の
中
で
は
結

構
動
い
て
い
る
し
、
も
っ
と
動
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
現
在
の
自
分
が
持
っ
て
い
る
運
動
能
力
に
気
づ
い
て
い

な
い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。 

●
運
動
は
、
身
体
と
心
へ
の
い
た
わ
り
思
い
や
り 

　
身
体
を
動
か
し
、
積
極
的
に
生
き
よ
う
と
す
る
自
分
を

発
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
Ｓ
さ
ん
の
よ
う
に
「
家
の

じ
い
ち
ゃ
ん
た
い
し
た
も
の
だ
」
と
家
族
や
周
り
の
人
を

感
動
さ
せ
る
お
と
し
よ
り
っ
て
と
っ
て
も
す
て
き
で
す
。 

●
身
体
活
動
と
運
動
の
基
本
は
、
〝
こ
ま
め
に
身
体
を
動

か
す
・
歩
く
〞
こ
と 

　
運
動
だ
け
で
な
く
、
家
事
も
り
っ
ぱ
な
身
体
活
動
で
す
。

出
来
る
範
囲
で
率
先
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　
お
す
す
め
の
運
動
は
歩
く
こ
と
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
） 

い
つ
も
よ
り
多
く
歩
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。 

　
Ｓ
さ
ん
の
よ
う
に
布
団
の
中
で
だ
っ
て
〝
動
け
動
け
〞

で
す
。 

　
仰
向
け
で
腰
上
げ
…
…
…
５
回 

　
仰
向
け
で
臍
の
ぞ
き
…
…
10
回
（
ひ
ざ
を
た
て
て
） 

　
台
所
で
つ
ま
先
立
ち
…
…
10
回 

　
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
ま
ず
毎
日
の
生
活
の
中
に
運

動
習
慣
を
!! 

　
一
日
10
分
で
い
い
か
ら
外
に
出
て
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
心
肺
機
能
が
活
性 

化
し
、
血
行
も
良
く 

な
る
な
ど
、
思
っ
て 

い
る
以
上
の
様
々
な 

健
康
効
果
が
あ
り
ま 

す
よ
。 

 

　
　
高
齢
期
こ
そ
身
体
活
動
・
運
動
が
大
切
で
す 

７月２日～８月１日届出分 

太　折 

舟形３ 

沖の原 

74（　洋　） 

93（　篤　） 

83（　勝　） 

庄司アヤ子 

佐藤　充夫 

武田豊三郎 

□ご結婚おめでとう ◆ 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

経壇原 

最上町 

大場　洋一 
（吉田）奈津美 

長者原 

金山町 

豊岡　将志 
（小沼）香織 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,310人 

：3,440人 

：6,750人 

：1,904世帯 

（－６） 

（＋１） 

（－５） 

（±０） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男　2,633人 
女　2,827人 計5,460人 

(6／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

7
31

 

悪循環 
の例 

筋肉がさらに減る 

筋力の低下により 
転倒・骨折 

衰弱が進む 

体力が落ちて 
かぜをひきやすくなる 

食欲が落ちる 

動くのがおっくうになる 

寝たきりへ 

筋肉が落ちる 

へ
そ 

17｜広報ふながた17.８

町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
 

総務課　No.245
9月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・南部保育所 

・長沢保育所 

8日（木） 

20日（火） 

　29日（木） 

.

               

　
舟
形
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
猛

暑
の
毎
日
が
続
き
ま
す
が
、
毎
日
元
気

に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

　
学
生
の
私
は
、
先
月
か
ら
夏
休
み
に

入
り
、
念
願
だ
っ
た
大
阪
＆
神
戸
に
友

達
と
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
私
も
友
達
も
、
大
阪
＆
神
戸
は
初
め

て
で
、
旅
行
本
を
買
い
、
あ
そ
こ
に
行

き
た
い
！
こ
れ
を
食
べ
た
い
！
な
ど
と

話
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
準
備
や
計

画
も
楽
し
い
も
の
で
す
よ
ね
。 

　
食
い
だ
お
れ
の
街
、
大
阪
。 

と
い
う
わ
け
で
今
回
の
旅
の
テ
ー
マ
は
、

そ
の
名
も
„
食
い
だ
お
れ
る
“
で
す
。

道
頓
堀
で
は
、
た
こ
焼
き
・
お
好
み
焼

き
を
始
め
、
美
味
し
そ
う
な
食
べ
物
が

次
々
と
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
チ
ー
ズ

入
り
や
タ
レ
で
味
わ
う
た
こ
焼
き
も
あ

り
、
新
鮮
で
し
た
。
め
ず
ら
し
い
物
や

お
い
し
そ
う
な
物
を
見
つ
け
る
度
に
食

べ
て
い
た
の
で
、
本
当
に
食
い
だ
お
れ

ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
く
ら

い
で
す
。
安
く
て
お
い
し
い
物
を
食
べ

ら
れ
る
な
ん
て
、
幸
せ
を
感
じ
ち
ゃ
い

ま
し
た
。 

　
定
番
の
大
阪
城
も
も
ち
ろ
ん
行
き
ま

し
た
。
広
い
公
園
の
中
に
建
つ
大
阪
城

を
見
た
瞬
間
、
友
達
と
感
動
し
て
声
を

あ
げ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
す
。
大
阪
城

の
内
部
は
観
光
用
に
な
っ
て
お
り
、
気

づ
く
と
４
時
間
も
見
物
し
て
い
ま
し
た
。 

　
始
め
て
の
土
地
を
歩
き
、
次
は
何
が

あ
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
ド
キ
ド
キ
感

は
旅
の
醍
醐
味
で
す
ね
。
新
し
い
も
の

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実

し
た
旅
行
で
し
た
。
次
は
海
外
に
行
き

た
い
！
と
、
夢
は
膨
ら
む
一
方
で
す
。 

　
早
い
も
の
で
、
若
鮎
ま
つ
り
か
ら
１

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
１

年
間
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
祖
母
の
出
身

地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も
舟
形

町
に
伺
う
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
舟
形
町
な
ら
で
は
の
お
い
し
い
料
理

を
食
べ
、
残
暑
を
乗
り
切
っ
て
下
さ
い
。

で
は
ま
た
会
う
日
ま
で
。 

 

『飲酒運転』をみんなで追放しよう !!

通 信通 信  通 信  
Vol.57Vol.59

死亡事故の可能性「大」 
　飲酒運転による事故は、約４件に１件が死亡事故。 
他の違反による事故に比べ、約30倍も死亡事故になりや
すい。 
 「危険運転致死傷罪」も！ 
　飲酒の影響で正常な運転が困難な状態で四輪以上の車
を走らせ、死傷事故を起こすと、刑法の「危険運転致死
傷罪」に問われます。  
　　・死亡事故／１年以上20年以下の懲役 
　　・負傷事故／15年以下の懲役 

（
神
奈
川
県
） 

『飲酒運転』をみんなで追放しよう !!『飲酒運転』をみんなで追放しよう !!
飲酒運転に『大丈夫』はありません !!

飲んだら乗らない・乗るなら飲まない 
乗る人にのませない!!

事故を起こせば… 

一発で免停・取消!! 
　◆酒気帯び→免許停止 
　　・違反点／６点(呼気１�中0.15㎎以上)  
　　・違反点／13点(呼気１�中0.25㎎以上)  
　◆酒酔い→免許取消 
　　・違反点／25点 

 きつ～い罰則!! 
　◆酒気帯び 
　　１年以下の懲役または30万円以下の罰金 
　◆酒酔い 
　　３年以下の懲役または50万円以下の罰金 

検挙されれば… 

広報ふながた17.８｜16
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先
日
、
成
人
式
の
取
材
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。 

　
昭
和
の
頃
か
ら
比
べ
る
と
、
グ
ッ
と
華

や
か
で
鮮
や
か
に
な
っ
た
女
の
子
の
衣
裳
。 

　
一
方
、
男
の
子
は
い
つ
の
時
代
も
変
わ

ら
ず
、
ビ
シ
ッ
と
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
。

　
112
名
の
爽
や
か
で
凛
々
し
い
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
が
印
象
的
で
、
ま
た
、
ど
こ
か
幼
さ

の
残
る
新
成
人
に
、
懐
か
し
さ
と
眩
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。 

 

　
同
じ
日
、
舟
中
63
年
度
卒
業
生
同
窓
会

＆
女
子
33
歳
の
厄
年(

年
祝
い)

が
あ
り
、

40
名
の
旧
友
と
再
会
し
ま
し
た
。 

　
結
婚
、
出
産
、
体
重
増
、
薄
毛･･･

。

 

み
ん
な
、
少
な
か
ら
ず
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
姿
に
歓
喜
し
、
全
く
変
わ
ら
な
い
性

格
に
肩
を
た
た
き
合
い
な
が
ら
楽
し
く
過

ご
し
た
時
間
は
、
と
て
も
貴
重
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。 

　
男
子
42
歳
の
厄
年(

年
祝
い)

で
の
再
会

が
楽
し
み
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
さ
） 

あとがき 
postscript

　
「
季
節
は
夏
。
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
太
陽
が
照
り
つ
け
、
麦

わ
ら
帽
子
の
隙
間
か
ら
溢
れ
て
く
る
光
と
水
面
に
反
射
す

る
光
が
や
け
に
ま
ぶ
し
い
。
足
を
水
に
つ
け
な
が
ら
、
子

供
ら
の
は
し
ゃ
ぐ
甲
高
い
声
を
聞
い
て
い
る
と
、
あ
の
日

父
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
川
の
景
色
が
ふ
わ
ー
っ
と
蘇
っ

て
く
る
。
昭
和
の
時
代
、
ま
だ
『
ミ
ズ
ガ
キ
』
が
い
た
頃

の
懐
か
し
い
景
色
だ
。」 

 

　
『
ミ
ズ
ガ
キ
』
は
以
前
な
ら
日
本
中
、
ど
こ
の
川
で
も

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
川
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
、

水
質
が
悪
化
し
始
め
た
頃
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
頃
か
ら
川
は
「
様
々
な
生
物
が
生
き

る
楽
し
い
場
所
」
で
は
な
く
、
「
危
険
で
近
づ
い
て
は
い

け
な
い
場
所
」
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
『
ミ
ズ
ガ
キ
』
は
『
テ
レ
ガ
キ
』
へ
と
変
化
し
て
い
き

ま
し
た
。 

  

彼
ら
は
「
本
当
の
自
然
」
が
何
な
の
か
さ
え
知
ら
ず
に
、

テ
レ
ビ
の
中
の
ゲ
ー
ム
で
平
面
的
な
自
然
を
体
験
し
て
い

ま
す
。
彼
ら
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
一
体
ど
う
な
る
の
か
？

不
安
に
感
じ
て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
更
に
怖
い
の
は
、
こ
う
い
っ
た
現
状
が
都
市
部
ば
か
り

で
な
く
地
方
へ
も
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。
清

流
が
近
く
に
あ
り
な
が
ら
川
で
遊
ぶ
の
は
年
１
回
の
体
験

学
習
の
時
だ
け
。
そ
れ
以
外
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
。
そ
ん
な

子
供
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
案
外
子
供
た
ち

は
自
然
で
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
ら
な
い
だ
け
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。 

  

子
供
た
ち
に
、
流
れ
る
プ
ー
ル
で
な
く
「
本
当
の
流
れ
」

を
体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。
川
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ

を
教
え
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
大
人
た
ち

が
川
の
楽
し
さ
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
人
だ

っ
て
、
自
分
が
楽
し
い
と
思
え
な
け
れ
ば
子
供
を
川
へ
連

れ
て
行
こ
う
と
は
思
わ
な
い
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
『
ミ
ズ

ガ
キ
』
復
活
へ
の
第
一
歩
な
の
で
す
。 

 

【
ミ
ズ
ガ
キ
】
川
辺
で
元
気
に
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
子
供

　
　
　
　
　
　
た
ち
の
こ
と
。
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い

　
　
　
　
　
　
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

【
テ
レ
ガ
キ
】
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
し
か
遊
ぶ
こ
と
の
で
き

　
　
　
　
　
　
な
い
子
供
た
ち
の
こ
と
。 

シリーズ　川・生き・活き その� 
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